
 

                                     

 

 

 

     

 
  

 

コロナウィルスの感染状況も、下降線をたどり始めたと思いきや、まだ若干

の感染の増加も見られるようです。早く感染拡大が収まり、以前のような、感

染を気にせずに過ごす日々が来ないものかと思うところです。もうしばらく、 

気を付けて過ごしていきましょう。 

  

 園や学校では、一学期もそろそろ終盤。夏休みもあり、みなさんの中には、この長い期間を、子

どもたちとどう過ごすか不安になっている方もいらっしゃるかもしれませんね。家族で過ごす時間

を大切にする、とはいえ、思うようにお子さんが動かないと、どうしても、イライラしたり、怒っ

てしまったり。そこで、夏休みの間、少しでもお子さんの良いところに目をむけられるようにする

ための手立てを参考までに一つお伝えします。 

 夏休みに入る前に、どのような夏休みを過ごしたらよいかを、お子さんと話し合ってみることで

す。例えば、・・・・ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ★うまく続かなかった時は、 

叱りつけるのではなく、 

やり方を変えてみるアドバイスをしてみてください。 

❖お子さんが、自ら考える姿を認めて。 

❖一緒に考え、応援するスタンスで。 

❖あれもこれもと欲張らずに。 

❖一つやってみて、充実感をもてると、 

他の事にも意欲がわいてきます。 

【子】早く走れるように

なりたいな～ 
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【母】夏休みに、 

やってみたいことは？ 

【子】毎朝、公園を走ろう。 

体をきたえよう！ 

笑

顔

で 

ね 

子育ては自分育て 

【母】そのためには、

何をしたらいいかな？ 


